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はじめにはじめにはじめにはじめに

Plextorは、事前の通知なしに本マニュアルに記述された製品に改良を加える権利を有します。

Plextorは、内容に商品性、使用目的について適切性の黙示的保証の責任を負いません。さらに、

Plextor はいかなる個人にも組織にも事前に通知することなしに本マニュアルの内容を改定また

は変更する権利を有します。

本マニュアルは著作物です。Plextor の事前の了解なしに本マニュアルをバックアップ、フォトバッ

クアップ、翻訳、また電子媒体やコンピュータが直接読み取れる媒体に変換することはできませ

ん。

マニュアル copyright ©1999 Plextor Corporation

ライセンスおよび商標登録

　すべてのライセンスおよび商標登録はそれぞれの所有者に所属します。
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Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000

Plextor Manager 2000 は Plextor CD-ROM および CD-R/RW のドライブを最大限に活かすた

めの画期的なソフトウエア・アプリケーション・セットです。Plextor Manager 2000 はお手軽に機能

を追加し、より簡単にご利用いただけます。Plextor Manager 2000の内容をご覧下さい。。

●　MVP 2000：MP3のサポートを含め、お持ちの Plextor CD-ROM、CD-R/RW ドライブの利点

を活かすために設計された音楽 CD ・ Wave ファイル、MP3 などの再生、及び CD-R/RWへの書

込みを可能にするアプリケーションです。

●　Audio Capture 2000：CD からお持ちのハードディスクに音楽をキャプチャするために欠かせ

ないソフトです。

●　DiscDupe 2000：お持ちの音楽、データの CDのバックアップを行います。

●　ドライブ・プロパティ：コントロールを強化し、ドライブとディスクの情報を表示します。。

●　AudioFS：お持ちの音楽 CDをWAVファイル（データ）の形式で表示します。

推奨動作環境推奨動作環境推奨動作環境推奨動作環境

Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000の動作環境は、以下の通りです。の動作環境は、以下の通りです。の動作環境は、以下の通りです。の動作環境は、以下の通りです。

・ ハードウエア：パーソナル・コンピュータ（マッキントッシュあるいは UNIXは動作しません）

・ OS：Windows 95、98 または NT

・ CPU：Pentium133MHz　(MP３から CD-DA音楽 CDを作成する場合は PentiumⅡ-333MHz以

上をお奨めします。)

・ メモリー：64 MB

・ サウンド・カード

・ グラフィックス：Super VGA

・ SCSIコントローラー：PCI Busマスタリング

・ Plextor ドライブ：再生用に CD-ROM、CD-R/RW ドライブ。書き込み用に CD-R/RW ドライブ

サポートされているサポートされているサポートされているサポートされている PlextorPlextorPlextorPlextor ドライブのモデルは：ドライブのモデルは：ドライブのモデルは：ドライブのモデルは：

・ CD-ROM ドライブ：PX-4XCE、PX-8XCSまたはそれ以上のモデル

(DMシリーズ、PX-4xCH, PX-4xCS, PX-6xCSは対応していません。)

・ CD-R/RW：PX-R412C、PX-R820T、PX-W4220T, PX-W8220T
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1.Plextor Manager 20001.Plextor Manager 20001.Plextor Manager 20001.Plextor Manager 2000についてについてについてについて

以下では Plextor Manager 2000の主要機能を説明します。

MVP 2000MVP 2000MVP 2000MVP 2000

MVP 2000は、Plextor CD-ROM や CD-R/RWを使って音楽 CD,WAVE ファイル、ＭＰ３などの

再生、及び CD-R/RW ディスクへの書込みを可能にする Windows 用アプリケーションです。

MVP2000には、以下のような特徴があります。

総合再生コントロール：再生、停止、一時停止、イジェクト書込、後退、前進、スキップ。

・　CD-DA、 A/V プレイヤー・モード：様々なデジタル・フォーマットをサポート。MP3、WAV、

CDA、AVI、MPEG等のフォーマットの再生。MP3、WAV、のデジタル音声データを CD-DA に変

換し直接 CD-Rに書込み音楽 CD を作成することが可能です。書き込まれた CDは、一般の CD

プレイヤーまたコンピュータの音楽 CD プレイヤーでの再生が可能です。（CD-RW ディイスクは

除く）

・　グラフィック・ディスプレイ：再生に合わせて音の波形を表示します。

・　総合ディスプレイ：タイトル、トラック、時間、その他の情報を表示します。再生中にこのウィンド

ウをダブルクリックすると時間表示がカウントアップからカウントダウンへと変わります。

・　CDDB情報：MVP 2000は、世界最大の音楽CD情報のオンライン・データベースであるCDDB

にリンクしており、CD の再生中にアルバム、アーティスト、曲名をスクリーン上に表示します。

CDDBデータベースは、商業目的で製造された音楽 CDの情報を網羅しています。

・　デジタル CD-DAの再生：CD-DAモードでの音楽 CD はすべて SCSIバスを経由して、より鮮

明で高音質にデジタル再生されます。

Audio Capture 2000Audio Capture 2000Audio Capture 2000Audio Capture 2000

Audio Capture2000は、音楽 CDから音楽トラックを摘出してコンピュータのハードディスクにセー

ブします。摘出された音楽トラックはWAVファイルとして保存されます。

Audio Capture 2000Audio Capture 2000Audio Capture 2000Audio Capture 2000の特徴は以下の通りです。の特徴は以下の通りです。の特徴は以下の通りです。の特徴は以下の通りです。

・　総合的なトラック情報：トラック選択ウインドウには、ソースとなるディスク情報の一覧が表示され

ます。ダブル・クリックで個々のトラックの取込や複数のトラックの選択ができます。

・ 音質の選択：CD音質（44kHzサンプリング、16 ビット・ステレオ）か他の音質が選べます。Audio

Capture 2000 は、44kHz、22kHz、11kHz のサンプリング比、8 ビットと 16 ビットの解像度、ステレ

オとモノラル音声をサポートしています。
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・ エラー修正：粗製のソース・ディスクやスクラッチ、指紋等が原因の雑音を取り除くために、必要

に応じてエラー修正を設定して下さい。

DiscDupe 2000DiscDupe 2000DiscDupe 2000DiscDupe 2000

DiscDupe 2000 は、CD バックアップソフトです。使い方が簡単で機能満載のインターフェースに

より、いくつかの方法でディスクのバックアップができ、データ・ディスクまたは CD-Audio ディスク

のバックアップが可能です。

DiscDupe 2000DiscDupe 2000DiscDupe 2000DiscDupe 2000の特徴は、以下の通りです。の特徴は、以下の通りです。の特徴は、以下の通りです。の特徴は、以下の通りです。

・ Disc to Discのバックアップ：PlextorCD-ROM ドライブから Plextor CD-R/RW ドライブに直接

バックアップすることができます。

・ Disc to Imageおよび Image to Disc： CDを丸ごとハードディスクにバックアップし、そのディス

クイメージを保存します。更にそのディスクイメージを必要に応じて CD-R または CD-RW へバ

ックアップを行います。

・　ドライブ 1 台でのバックアップ：Plextor の CD-R または CD-RW ドライブを 1 台しかお持ちで

ない場合は、DiscDupe 2000 がハードディスク上のテンポラリー・ファイルにディスクイメージを作

成し、次にハードディスクから CD-R にそのディスクイメージの書込みを行います。従って CD-

R/RW１台を読出しドライブと書込みドライブとして使うことが可能です。

高性能ドライブ・プロパティ高性能ドライブ・プロパティ高性能ドライブ・プロパティ高性能ドライブ・プロパティ

Plextor Manager 2000をインストールすることにより、マイ・コンピュータまたはWindowsエクスプロ

ーラ内の Plextor ドライブのアイコンを右クリックすると、表示されたプロパティ・メニューに新しく追

加された PlextorManager2000の設定機能表示がされます。

・　Setting タグ：AudioFS の機能の ON/OFF、スピンダウンのタイムアウト設定、ドライブの読み込

み速度の設定、セキュリティのために Plextor ドライブのイジェクト・ボタンのロック／アンロック、そ

してバランスと音量の設定がダイアログ・ボックスから行えます。

・　Details タブ：Plextor の CD-ROM、CD-R、または CD-R/RW ドライブについて、型番、シリア

ル番号、ロード済みの SCSIドライブASPIバージョン、その他の詳細を表示します。また、ディスク・

フォーマット、セッション数、データおよび音楽トラック数等、ドライブ内のディスク情報を表示しま

す。
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AudioFSAudioFSAudioFSAudioFS

AudioFS は Plextor Manager 2000 をインストールするとデフォルトで使用可に設定されます。

AudioFSは、音楽 CD（Red Book　CD-DAフォーマット・ディスク）上のすべてのトラックをWindows

95 および 98上に WAV ファイルとして自動的に表示します。AudioFS を使用することにより以下

のような利点があります。

・　簡単にすばやく音声を WAV フォーマットに変換するため、音楽トラックをハード・ディスクへそ

のままドラッグ・アンド・ドロップすることが可能です。

・　AudioFS を通して音楽 CD から直接トラックにアクセスできるようになるので、ハード・ディスクに

大量のWAVファイルを保存しておく必要がなくなります。

・　音楽編集、エンコーディング、音楽 CDの編集が容易になります。
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２．２．２．２．Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000 のインストールと起動のインストールと起動のインストールと起動のインストールと起動

本項目では、Plextor Manager 2000のインストール方法を説明します。

PlextorManager2000PlextorManager2000PlextorManager2000PlextorManager2000 をインストールする前にをインストールする前にをインストールする前にをインストールする前に

PlextorManager2000をインストールする前にWindows95/98の場合、OSに含まれる以下のファイ

ル（ASPI レイヤー）の Version を確認して下さい。v4.57以前のものであれば ASPI レイ ヤーの更

新が必要です。ASPI レイヤーの Version が古い場合 PlextorManager2000 は正常に動作いたし

ません。ASPIレイヤーはアダプテック社のサイトよりダウンロードが可能です

ASPIASPIASPIASPI レイヤー　：　レイヤー　：　レイヤー　：　レイヤー　：　APIX.APIX.APIX.APIX.VXD VXD VXD VXD     ASPIENUM.VXD ASPIENUM.VXD ASPIENUM.VXD ASPIENUM.VXD     WNASPI32.DLL WNASPI32.DLL WNASPI32.DLL WNASPI32.DLL     WINASPI.DLLWINASPI.DLLWINASPI.DLLWINASPI.DLL

Windows 98Windows 98Windows 98Windows 98 またはまたはまたはまたは Windows 95Windows 95Windows 95Windows 95へのインストールへのインストールへのインストールへのインストール

Plextor Manager 2000のWindows 98 またはWindows 95へのインストール方法：

1. タスクバーにある PlexctorManager96のアイコンを終了させて下さい。

2. ホームページからダウンロードした pm2k_101.exeを実行するとメニューが起動します。

3. 指示に従いボタンをクリックすると以下の問い合わせがあります。

4. はい（Y）を選択してハードディスク内にある PlextorManager96を削除します。

5. 削除が終了すると今度は以下の PlextorManager2000のインストールに移ります。

6.  Nextをクリックして下さい。



11

７，Yesをクリックして次ぎへ進んで下さい。

８， PlextorManager2000 をインストールする場所を指定します。よろしければそのま

ま Nextをクリックして下さい。
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９，フォルダー名を聞いてきますのでよろしければ Next をクリックして下さい。。イン

ストールを開始します。

１０， PlextorManager2000 を有効にするにはパソコンの再起動が必要です。再起動を

する場合はそのまま Finishをクリックして下さい。



13

Windows NTWindows NTWindows NTWindows NTへのインストールへのインストールへのインストールへのインストール

Plextor Manager 2000のWindows NTへのインストール方法：

・上述のWindows 98 またはWindows 95へのインストール方法に従います。

Plextor Manager 2000 の Windows NT へのインストールは、PlextorManager2000 自体の ASPI

managerをWindows NTにインストールします。Windows 98/95とは異なり、Windows NTにはASPI

manager がありません。PlextorManager2000 の ASPI manager をインストールすることで、Plextor

Manager 2000及び ASPI managerが必要な（しかしソフトウェア自体には ASPI managerが付いて

いない）その他のソフトウェアの機能を活用することができます。

記：ASPI managerがWindows NTシステムにインストール済みの場合には、Plextor Manager2000

は ASPI managerをインストールせずに、インストール済みの ASPI managerを使用します。

インストールして再起動すると、Plextor アイコンがスクリーンの右下の Windows タスクバーに表示

されます。この機能は、Windows 95/98/NTに対応しています。

記：Plextor Manager 2000 は、システム内にあるすべての Plextor ドライブ用に CD ドライブ・アイ

コンをインストールし、更新します。この更新は、ソフトウェアのインストール後にパソコンを再起動

して初めて有効となります。新しいアイコンが、マイコンピュータ及びウィンドウズのエクスプローラ

に表示されます。この機能は、Windows 98、もしくはインターネット・エクスプローラ 4.0（ないしは、

それ以降のソフト）をインストールしているWindows95/NTのシステムに限り利用可能です。

また、システムを起動するたびに、Plextor Manager 2000 のスプラッシュ・スクリーンが表示されま

す。デフォルトとして、このスクリーンは Plextor Manager 2000によってインストールされています。

スクリーンは、MVP 2000のオプションで使用不可にすることもできます。

Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000のスプラッシュ・スクリーンを使用不可にする方法：のスプラッシュ・スクリーンを使用不可にする方法：のスプラッシュ・スクリーンを使用不可にする方法：のスプラッシュ・スクリーンを使用不可にする方法：

1. MVP 2000を起動します。

2. オプション・ボタンをクリックします。

3. 「General tab」をクリックします。

4. 「Display splash screen on system startup」ボックスのチェックを外します。

5. 「OK」ボタンをクリックして、オプションのダイアログボックスを終了します。

6. MVP 2000を終了します。
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Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000の起動の起動の起動の起動

Plextor Manager 2000の起動方法：

・ タスクバーの右下にある Plextor アイコンをクリックして、実行するアプリケーションを選択しま

す。

－または－

・スタートボタンをクリックして、「プログラム」の Plextor Manager 2000を選択し、アプリケーションを

選択します。

－または－

・ マイコンピュータまたはWindowsのエクスプローラで Plextor ドライブ・アイコンを右クリックして、

Plextor Manager 2000によって加えられたメニュー・アイテムから、実行します。このメニュー・ア

イテムには MVP 2000 と共に、Copy CD が含まれています。一部のメニュー・アイテムは、ディ

スクが Plextor ドライブにセットされている場合にのみ、利用が可能です。

Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000 をアンインストールをアンインストールをアンインストールをアンインストール

Plextor Manager 2000のアンインストール方法：

1. Windowsのタスクバーの Plextorアイコンを右クリックして、アイコンを消去します。

2. Windows のスタートメニューで、「設定」から「コントロールパネル」を選択します。Windows のコ

ントロールパネルが表示されます。

3. 「コントロールパネル」から「アプリケーションの追加と削除」のプログラムを選択します。インスト

ール/アンインストールのダイアログボックスが表示されます。

4. ダイアログボックスのプログラム・リストにある Plextor Manager 2000を選択します。続いて、「追

加と削除」をクリックして、アプリケーションの削除の説明に従います。
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MVP 2000MVP 2000MVP 2000MVP 2000の実行の実行の実行の実行

MVP 2000（ミュージック・ビデオ・プロデューサー 2000）は Plextor ドライブを使用して、音楽とビ

デオファイルが楽しめます。CD-R/RWのドライブをご利用の方は、ご自身の Playlistから音楽CD

の作成も可能です。

MVP 2000MVP 2000MVP 2000MVP 2000のアプリケーション操作のアプリケーション操作のアプリケーション操作のアプリケーション操作

・・・・ CD/DA-A/V Rocker SwitchCD/DA-A/V Rocker SwitchCD/DA-A/V Rocker SwitchCD/DA-A/V Rocker Switch：：：：CD/DA は音楽 CD からオーディオファイルを再生します。A/V

は Playlistや個別ファイルからデジタル・オーディオまたはビデオを再生します。

・・・・ Open File buttonOpen File buttonOpen File buttonOpen File button：：：：一覧ウィンドウから再生するデジタル・オーディオまたはビデオファイルをクリ

ックで選択します。

・・・・ About barAbout barAbout barAbout bar：：：：アプリケーションに関する情報をクリックで表示します。

・・・・ Graphic Display iconGraphic Display iconGraphic Display iconGraphic Display icon：：：：クリックすると、Graphic Displayのウィンドウを開きます。もう一度クリックす

ると、ウィンドウが閉じます。GraphicDisplay のウィンドウの内側をクリックすると、表示形式が変わり

ます。
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・・・・ Volume Adjust barVolume Adjust barVolume Adjust barVolume Adjust bar：：：：音量を調節します。

・・・・ Quit buttonQuit buttonQuit buttonQuit button：：：： MVP 2000のウィンドウを閉じます。

・・・・ Playlist buttonPlaylist buttonPlaylist buttonPlaylist button：：：：クリックすると、Playlistのウィンドウを開きます。もう一度クリックすると、ウィンドウ

が閉じます。

・・・・ Display windowDisplay windowDisplay windowDisplay window：：：：タイトル、トラック、時間などの情報を表示します。再生中、このウィンドウをダブ

ル・クリックすると、時間の表示がカウントアップからカウントダウンに切り替わります。

・・・・ Playback controlsPlayback controlsPlayback controlsPlayback controls：：：：

Record to CD-R buttonRecord to CD-R buttonRecord to CD-R buttonRecord to CD-R button：：：： CD-Rや CD-RWディスクに書込みを始めます。

Play buttonPlay buttonPlay buttonPlay button：　：　：　：　現在のデジタル・ファイル、Playlist、音楽 CD トラックの再生を始めます。

Pause buttonPause buttonPause buttonPause button：：：：再生を一時停止します（ファイルまたは音楽 CDの現在の位置から再生されます)。

Stop buttonStop buttonStop buttonStop button：　：　：　：　再生を停止します（同一ファイルまたは音楽 CD トラックの最初から再生されます)。

Track/Item Back buttonTrack/Item Back buttonTrack/Item Back buttonTrack/Item Back button：：：：クリックすると、前の CD トラックまたはデジタル・ファイルに移ります。

Skip Back buttonSkip Back buttonSkip Back buttonSkip Back button：：：：音楽 CD トラックまたはデジタル・ファイルを巻き戻します。

Skip Forward buttonSkip Forward buttonSkip Forward buttonSkip Forward button：：：：音楽 CD トラックまたはデジタル・ファイルを早送りします。

Track/Item Forward buttonTrack/Item Forward buttonTrack/Item Forward buttonTrack/Item Forward button：：：：次の音楽 CD トラックまたはデジタル・ファイルに移ります。

・ Position Adjust sliderPosition Adjust sliderPosition Adjust sliderPosition Adjust slider：：：：ドラッグすることで、音楽 CD トラックまたはデジタル・ファイル内の再生

位置を調節します。

※ MVP2000MVP2000MVP2000MVP2000 はパソコンにサウンドボードが内蔵されていないと実行できません。また、はパソコンにサウンドボードが内蔵されていないと実行できません。また、はパソコンにサウンドボードが内蔵されていないと実行できません。また、はパソコンにサウンドボードが内蔵されていないと実行できません。また、DSPDSPDSPDSP ボーボーボーボー

ドが内蔵されているドが内蔵されているドが内蔵されているドが内蔵されている IBMIBMIBMIBM のアプティバの機種ではのアプティバの機種ではのアプティバの機種ではのアプティバの機種では MVP2000MVP2000MVP2000MVP2000 をご使用できません。対象製品をご使用できません。対象製品をご使用できません。対象製品をご使用できません。対象製品

の場合はの場合はの場合はの場合は MVP2000MVP2000MVP2000MVP2000 のののの OptionOptionOptionOption を開き以下の関連付けを全て外し、を開き以下の関連付けを全て外し、を開き以下の関連付けを全て外し、を開き以下の関連付けを全て外し、WindowsWindowsWindowsWindows を再起動して下さを再起動して下さを再起動して下さを再起動して下さ

い。以後、い。以後、い。以後、い。以後、MVP2000MVP2000MVP2000MVP2000 をご使用なさらないようお願いします。をご使用なさらないようお願いします。をご使用なさらないようお願いします。をご使用なさらないようお願いします。DSPDSPDSPDSP ボードが内蔵されたパソコンボードが内蔵されたパソコンボードが内蔵されたパソコンボードが内蔵されたパソコン

でででで MVP2000MVP2000MVP2000MVP2000 を使用すると再生時にノイズが入ります。を使用すると再生時にノイズが入ります。を使用すると再生時にノイズが入ります。を使用すると再生時にノイズが入ります。
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デフォルト・ドライブの選択デフォルト・ドライブの選択デフォルト・ドライブの選択デフォルト・ドライブの選択

MVP 2000MVP 2000MVP 2000MVP 2000のデフォルト・ドライブの選択方法：のデフォルト・ドライブの選択方法：のデフォルト・ドライブの選択方法：のデフォルト・ドライブの選択方法：

1. MVP 2000のメインスクリーン上でオプションボタンをクリックすると MVP 2000のオプションタブ

が表示されます。

2. 「General tab」をクリックして、「general」のオプションを表示させます。

3. 上部のドロップダウン・リストボックスから、再生に使用するデフォルトの Plextor ドライブを選択

します。

4. 下部のドロップダウン・リストボックスから、CD-R や CD-RW ディスクへの書込みに使用するデ

フォルトの CD-R/RWを選択します。

Player と writerを同一ドライブで指定することもできます。
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CD/DA PlayerCD/DA PlayerCD/DA PlayerCD/DA Player を使用して音楽を使用して音楽を使用して音楽を使用して音楽 CDCDCDCD を再生を再生を再生を再生

音楽音楽音楽音楽 CDCDCDCDの操作方法：の操作方法：の操作方法：の操作方法：

1. 音楽 CDを Plextor ドライブにセットします。

2. MVP 2000 のメインウィンドウの「CD/DA-A/V rocker switch」をクリックして、CD/DA(上)部に

切り替えます。

3. 「Play」ボタンをクリックします。

デジタル・ファイルの再生（オーディオおよびビデオ）デジタル・ファイルの再生（オーディオおよびビデオ）デジタル・ファイルの再生（オーディオおよびビデオ）デジタル・ファイルの再生（オーディオおよびビデオ）

デジタル・オーディオおよびビデオファイルの操作方法：デジタル・オーディオおよびビデオファイルの操作方法：デジタル・オーディオおよびビデオファイルの操作方法：デジタル・オーディオおよびビデオファイルの操作方法：

1. MVP 2000のメインウィンドウの「CD/DA-A/V rocker switch」をクリックして、A/V(下)部に切り

替えます。

2. 「Open File」ボタンをクリックして、一覧ウィンドウから再生するファイルを選択します。

－または－

「Playlist」アイコンをクリックして、保存済みの Playlist を呼び出します。

3. 「Play」ボタンをクリックします。

File AssociationsFile AssociationsFile AssociationsFile Associationsのビューイングまたは変更のビューイングまたは変更のビューイングまたは変更のビューイングまたは変更

MVP 2000 では、多様のファイル拡張子（ファイル形式）に対応しており、対応した形式であれば

ダブル・クリックするだけでそのファイルの再生が可能です。デフォルトでは、MVP 2000はインスト

ール時に次のファイル形式（MP3、WAV、CDA、AVI、MPEG video）を要求します。また、音楽 CD

フォーマット・ディスク（CD-DA）も同様です。

ファイルやディスクフォーマットの一覧(Association)の表示と変更方法：

1. MVP 2000 ウィンドウのオプションボタンをクリックすると MVP2000のオプションのタブが表示さ

れます。

2. 「Association」タブをクリックします。Associationダイアログボックスが表示されます。

3. ボックスにチェックマークを入れて、一覧(Association)を使用可にします。あるいはボックスのチ

ェックマークを外して、一覧(Association)を使用不可にします。

新しい一覧の設定は、Windowsを再起動後に有効となります。
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Graphics DisplayGraphics DisplayGraphics DisplayGraphics Displayの表示の表示の表示の表示

トラックの再生時に Graphics Displayを表示する方法：

1. 「Graphics Display」のアイコンをクリックします。音楽の再生時にグラフィックのディスプレイが表

示されます。

2. 「Graphics Display」のウィンドウの内側をクリックして、ディスプレイ・タイプを変更します。

CD-RCD-RCD-RCD-Rへの書込みへの書込みへの書込みへの書込み

MVP 2000には、PlexWriterで CD-Rや CD-RWに直接に書込みする機能があります。MP3 ファ

イル、WAV ファイル、CDA トラックをブランクの CD メディアへ直接書込んで、音楽 CD（CD-DA

Red Book フォーマット）を作成することができます。MVP 2000は自動的にフォーマットを認識し、

音楽 CD としてディスクに記録します。作成した音楽 CD は一般の CD プレイヤーまたはコンピュ

ータの音楽 CDプレイヤーで聴くことが可能です。（CD-RWのＤｉｓｃは不可能です。）

デジタル音楽をデジタル音楽をデジタル音楽をデジタル音楽を CD-RCD-RCD-RCD-R あるいはあるいはあるいはあるいは CD-RWCD-RWCD-RWCD-RWディスクへ書込みディスクへ書込みディスクへ書込みディスクへ書込み

デジタル音楽をデジタル音楽をデジタル音楽をデジタル音楽を CD-RCD-RCD-RCD-R あるいはあるいはあるいはあるいは CD-RWCD-RWCD-RWCD-RWディスクへ書込みする方法：ディスクへ書込みする方法：ディスクへ書込みする方法：ディスクへ書込みする方法：

1. PlexWriterに CD-Rあるいは CD-RWディスクをセットします。

2. MVP 2000のメインウィンドウの「CD/DA-A/V rocker switch」を A/V(下)部にセットします。

3. 「Playlist」アイコンをクリックして、希望の Playlist を作成します。「Add」ボタンを使用して、対応

する各種のミュージック・フォーマットを選択します。

4. Playlistが完成したら、「Record to CD-R」ボタンをクリックすると PlexWriterで音楽 CD を書込

みます。

記：システム上に実行中の CD-R/RW のソフトウェアがある場合で、ブランクのディスクを挿入する

と「Auto Starts」になる場合は、まず最初に、そのソフトウェアが起動するのを待ちます。次に、そ

のソフトウェアを終了して、MVP 2000 の起動を始めます。こうしたソフトウェアの代表的な例として

は、Adaptec 社製の DirectCD があります。「Auto Starts」機能を使用不可にする方法は、そのソ

フトウェアのマニュアルを参照して下さい。

記：ご使用のシステムのでコーディング・スピードと総合的なパフォーマンスにより、書込みスピー

ドが必ずしも PlexWriterの最高速度に設定されるとは限りません。MVP 2000はシステムに応じて

最も安全な書込みスピードを決定し実行します。
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音楽音楽音楽音楽 CDCDCDCDの作成時にテストモードを使用するの作成時にテストモードを使用するの作成時にテストモードを使用するの作成時にテストモードを使用する

CD への正確な書き込みを行うためには CD-R ドライブへの連続的なデータフローが必要となり

ます。システムとソース・ドライブのパフォーマンスは限定要因となる場合があり、良好な書き込み

の鍵を握ります。MVP2000 のテストモードによって、書込みの実行前に書き込みが上手くいくかど

うか確認できます。

音楽音楽音楽音楽 CDCDCDCDの書込みにおけるテストモードの操作方法：の書込みにおけるテストモードの操作方法：の書込みにおけるテストモードの操作方法：の書込みにおけるテストモードの操作方法：

1. MVP 2000を開きます。

2. MVP 2000 のメインスクリーンのオプションボタンをクリックします。MVP 2000 オプションのタブ

が表示されます。

3. General タブをクリックして、Generalのオプションを表示させます。

4. Write Modeセクションの「Test only」を選択します。または、「Test＆ Write」を選択します（テス

トモードにする必要がない場合は、「Write only」を選択したままにしておきます)。

5. 「OK」ボタンをクリックして、オプションを終了して MVP 2000に戻ります。

システム構成を変更した後（新しい SCSI デバイス、新しいハードディスク、新しいソフトウェア、新

しい SCSI コントローラーなど）には、テストモードを使用します。これにより、その変更が CD の書

き込み能力に影響を及ぼしていないか確認することができます。

ソース・ドライブの状態を評価する場合にも、テストモードが利用できます。例えば、ソース・ドライ

ブが汚れていたり傷がついている CD ディスクで、読み取りが上手くいくかどうかはっきりしない場

合にテストモードを使用します。音楽 CD を作成するためにテストモードでは、MVP 2000 へデー

タを送るのに充分なスピードで CDを読み込むことが可能かどうかを検証します。
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PlaylistPlaylistPlaylistPlaylistの作成と使用の作成と使用の作成と使用の作成と使用

Playlistによって、自動的に書込みと再生ができます。

PlaylistPlaylistPlaylistPlaylistの操作の操作の操作の操作

・ Load Load Load Load Playlist buttonPlaylist buttonPlaylist buttonPlaylist button：：：：Playlist (.PLL)ファイルの選択と読み込みを行います。

・ Save Save Save Save Playlist buttonPlaylist buttonPlaylist buttonPlaylist button：：：：現在の Playlist を「.PLL」ファイルとして保存します。

・ Edit Edit Edit Edit Playlist Entry buttonPlaylist Entry buttonPlaylist Entry buttonPlaylist Entry button：：：：選択した Playlistの登録を編集します。

・ Clear Clear Clear Clear Playlist buttonPlaylist buttonPlaylist buttonPlaylist button：：：：現在の Playlistからすべての登録を消去します。

・ Add to Add to Add to Add to Playlist buttonPlaylist buttonPlaylist buttonPlaylist button：：：：デジタル・オーディオまたはビデオファイルを Playlistに追加します。

・ Clear Clear Clear Clear Playlist Entry buttonPlaylist Entry buttonPlaylist Entry buttonPlaylist Entry button：：：：選択した登録を Playlistから削除します。

・ Random/Sequential Mode buttonRandom/Sequential Mode buttonRandom/Sequential Mode buttonRandom/Sequential Mode button：：：：Playlistを再生する randomモードと Sequentialモードを

　　　　　　　　切り替えます。ボタンが赤い時は Randomモード、黒い時は Sequentialモードです。



22

PlaylistPlaylistPlaylistPlaylistの作成の作成の作成の作成

PlaylistPlaylistPlaylistPlaylistの作成方法：の作成方法：の作成方法：の作成方法：

1. MVP 2000 のメインウィンドウで「CD/DA-A/V rocker switch」を A/V(下)部に設定します。

「Playlist」ボタンが使用可能になります。

2. 「Playlist」ボタンをクリックして、Playlist ウィンドウを開きます。空白の Playlistが表示されます。

3. 「Add to Playlist」ボタンをクリックして、追加するファイルを検索し選択します。

-またはー

MVP 2000 のメインウィンドウで「Open File」ボタンをクリックして、Playlist に追加するファイルを選

択します。

－または－

開いている Playlistのウィンドウにファイルをドラッグ・アンド・ドロップします。

4. その他の追加したいファイルを加えます。

記：最初の選択が行なわれると、そのファイルは自動的に再生されます。停止する時は、MVP

2000 ウィンドウの「Stop」ボタンをクリックします。

PlaylistPlaylistPlaylistPlaylist を配列するを配列するを配列するを配列する

PlaylistPlaylistPlaylistPlaylistの配列方法：の配列方法：の配列方法：の配列方法：

1. トラックをクリックして上下にドラッグし、再生したい順番、あるいは書込みしたい順番に並べて

いきます。

2. その他、追加したトラックも同様の方法で、好きなように並べて Playlist を設定します。

PlaylistPlaylistPlaylistPlaylistの保存の保存の保存の保存

PlaylistPlaylistPlaylistPlaylistの保存方法：の保存方法：の保存方法：の保存方法：

1. Playlist のウィンドウの「Save」アイコンをクリックします。テキストボックスが表示されて、Playlist

のファイル名と保存場所が選択できます。

2. テキストボックスで保存するフォルダーに入り、Playlist のファイル名を入力します。ファイルは、

「.PLL」の拡張子で保存されます。
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PlaylistPlaylistPlaylistPlaylist を開くを開くを開くを開く

PlaylistPlaylistPlaylistPlaylistの開き方：の開き方：の開き方：の開き方：

1. MVP 2000のメインウィンドウ「CD/DA-A/V rocker switch」を A/V(下)部にセットします。Playlist

ボタンが使用可能になります。

2. Playlist ウィンドウの「Open」アイコンをクリックします。Playlist（.PLL）ファイルがテキストボックス

に表示されます。

－または－

「Playlist」アイコンをクリックして、Playlist ウィンドウを開いてから、「Load Playlist」ボタンをクリックし

ます。

3. 開きたいファイル（.PLL）をクリックします。その Playlistが読み込まれて、Playlistのウィンドウに

表示されます。

PlaylistPlaylistPlaylistPlaylist を使用した書込みを使用した書込みを使用した書込みを使用した書込み

PlaylistPlaylistPlaylistPlaylist を使用した書込み方法：を使用した書込み方法：を使用した書込み方法：を使用した書込み方法：

1. PlexWriterに CD-R または CD-RWディスクをセットします。

2. MVP 2000のメインウィンドウの「CD/DA-A/V rocker switch」を A/V(下)部に設定します。

3. 既存の Playlistを呼び出します。または既述の操作に従って、新しい Playlistを作成します。

4. 「Record to CD-R」ボタンをクリックして、全ファイルを CDに音楽 CD として書込みます。

CDDBCDDBCDDBCDDB を使用するを使用するを使用するを使用する

CDDB（CD Database）は、インターネットを通じてアクセスする音楽 CD 情報のオンライン・データ

ベースです。Plextor の MVP 2000 は CDDB を利用し、音楽 CD の再生時、スクリーンにアルバ

ム名、アーティスト名、曲名を表示することができます。

CDDBCDDBCDDBCDDB の仕組み：の仕組み：の仕組み：の仕組み：CDDB が MVP 2000 で使用可能な状態で、コンピュータがインターネットに接

続されている場合、音楽 CD をセットするたびに、アプリケーションが CDDB にアクセスして、その

CD の情報を求めることができます。CDDB は、プレスの CD を含むあらゆる種類の音楽データを

洋楽を中心に備えています。

記：CDDBの対象は商業用 CDに限られます。情報はほとんどの洋楽 CD をカバーしており、

常に新しい CDを更新しています。



24

CDDBCDDBCDDBCDDB に必要なことに必要なことに必要なことに必要なこと

CDDBCDDBCDDBCDDB の情報を見るために必要となること：の情報を見るために必要となること：の情報を見るために必要となること：の情報を見るために必要となること：

・インターネットに接続していること。

・ MVP 2000を開いて実行していること。

・ Plextor ドライブに市販の音楽 CDをセットしていること。

インターネットへの接続が必要となるのは、そのCDを最初に再生するときのみです。それ以降は、

CDDBの情報はハードディスクに小型のデータベースとして保存されます。

CDDBCDDBCDDBCDDB の情報を検索し閲覧するの情報を検索し閲覧するの情報を検索し閲覧するの情報を検索し閲覧する

CDDBCDDBCDDBCDDB情報の検索と閲覧方法：情報の検索と閲覧方法：情報の検索と閲覧方法：情報の検索と閲覧方法：

1. コンピュータがインターネットに接続されていることを確認します。

2. MVP 2000を起動します。

3. MVP 2000 ウィンドウの「Options」ボタンをクリックします。MVP2000 オプションのタブが表示さ

れます。

4. CDDB タブをクリックします。CDDBテキストボックスが表示されます。
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CDDBCDDBCDDBCDDBデータベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続

5. E-mail Addressフィールドに、自分の e-mailアドレスを入力します。

6. 「Use Escient CDDB」ボックスをクリックして、チェックマークを付けます。

7. 必要なら、Get Server List と書かれた矢印をクリックして CDDB サーバのリストを開いてから、

接続する場所を選択します。

8. CDDB ウィンドウの「OK」をクリックして、CDDBサーバに接続します。

9. 続いて、Plextor ドライブに音楽 CD を挿入します（デフォルト・プレイバック・ドライブが必要で

す)接続中のメッセージを知らせる新しいウィンドウが表示されます。MVP 2000 がディスクのデー

タをダウンロードして、MVP 2000 のディスプレイ・ウィンドウにデータを表示します。アルバム名や

アーティスト名などの情報が表示されます。

10. CDの再生時には、曲のタイトルもスクリーン上でスクロールして見られます。

11. CDを取り出し、新しい CDをセットして MVP 2000の情報を更新します。

12. MVP 2000に新しい CDの情報の更新を終えたら、再び「Options」ボタンをクリックします。

13. CDDB タブをクリックして、「Use Escient CDDB」ボックスのチェックマークを外します。

14. 「OK」ボタンをクリックして、オプションを終了します。

記：必要なら、CDDB テキストボックスの「CDDB」アイコンをクリックすると CDDB のホームページ

に接続されます。インターネット・ブラウザによって、アーティストとアルバムに関する多くの情報を

掲載するホームページがご覧になれます。

CDCDCDCD情報をシステムに保存する情報をシステムに保存する情報をシステムに保存する情報をシステムに保存する

CDDBに接続して一度 CD の情報をダウンロードすればその CD の二回目以降の再生において

CDDBに接続しなくてもＣＤの情報は表示されます。
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４．４．４．４．Audio Capture 2000Audio Capture 2000Audio Capture 2000Audio Capture 2000 を実行するを実行するを実行するを実行する

Audio Capture 2000 は、直接、音楽 CD から音楽トラックをハードディスクに展開（エクストラクト）

して、デジタル WAV ファイルとして保存できます。音楽トラックの保存の際には、音質の修正、マ

ルチプル・トラックかシングル・トラックの選択、トラックの別名保存ができます。また、エラー修正の

実行も可能です。

Audio Capture 2000Audio Capture 2000Audio Capture 2000Audio Capture 2000のアプリケーション操作のアプリケーション操作のアプリケーション操作のアプリケーション操作

・ About barAbout barAbout barAbout bar：：：：このアプリケーションについての情報を表示します。

・ Track Selection WindowTrack Selection WindowTrack Selection WindowTrack Selection Window：：：：トラック情報を表示します。また、トラックをクリックすると保存するトラッ

クを選択します。

・ Default Drive drop-down list boxDefault Drive drop-down list boxDefault Drive drop-down list boxDefault Drive drop-down list box：：：：音楽トラックをキャプチャする元のドライブを選択します。

・ Capture Track(s) buttonCapture Track(s) buttonCapture Track(s) buttonCapture Track(s) button：：：：キャプチャを開始します。

・ ErrorErrorErrorError Correction bar Correction bar Correction bar Correction bar：：：：クリックしてドラッグすると、エラー修正レベルが選択できます（Plextorの

CD-R と CD-R/RW ドライブは対応していません)。

・ Audio Quality drop-down list boxAudio Quality drop-down list boxAudio Quality drop-down list boxAudio Quality drop-down list box：：：：音質を選びます。

・ Quit buttonQuit buttonQuit buttonQuit button：：：：アプリケーションを終了します。

ドライブの選択方法：ドライブの選択方法：ドライブの選択方法：ドライブの選択方法：

・ Plextor Audio Capture 2000 ウィンドウで Drive Selection ドロップダウンリスト・ボックスをクリック

して、ドライブを選択します。
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音楽トラックを音楽トラックを音楽トラックを音楽トラックを WAVWAVWAVWAV ファイルにキャプチャするファイルにキャプチャするファイルにキャプチャするファイルにキャプチャする

音楽音楽音楽音楽 CDCDCDCD からハードディスクへの音楽トラックのキャプチャ方法：からハードディスクへの音楽トラックのキャプチャ方法：からハードディスクへの音楽トラックのキャプチャ方法：からハードディスクへの音楽トラックのキャプチャ方法：

1. Audio Capture 2000を起動します。

2. Default Drive ドロップダウンリスト・ボックスをクリックして、音声をキャプチャするデフォルト・ドラ

イブを選択します。

3. 音楽 CD をドライブに挿入します。Audio Capture 2000 の Track Selection ウィンドウで、CD

のトラック情報がご覧になれます。Length フィールドは、トラックの長さ（分と秒単位）及びトラックを

ハードディスクにWAVファイルとしてキャプチャする際に必要なファイルサイズを表示します。

4. Audio Quality ドロップダウンリスト・ボックスをクリックして、音声ファイルの音質を選択します。

音質レベルによってファイル・サイズが決定されます。

5. Plextorの CD-ROM ドライブをご使用の場合、「Error Correction」バーをクリックしてドラッグす

ることでエラー修正をします。なお、CD-R/RW ドライブはこの機能に対応していません。

6. Track Selection ウィンドウでトラックをクリックして選択します。どのトラックでもダブルクリックす

れば、キャプチャを始めることができます。または、トラックを１回クリックしてから、「Capture」ボタン

をクリックします。シングル・トラックを選択した場合、そのトラックの保存場所とファイル名の指定が

できます。（音声はWAVファイルとしてキャプチャされます。）

マルチプル・トラックを選択するマルチプル・トラックを選択するマルチプル・トラックを選択するマルチプル・トラックを選択する

マルチプル・トラックの選択方法：マルチプル・トラックの選択方法：マルチプル・トラックの選択方法：マルチプル・トラックの選択方法：

・「コントロール」キーまたは「シフト」キーを押しながら、Track Selection ウィンドウのトラックをクリッ

クしていきます。

トラックは指定した保存場所に TRACKXX.WAV（XXはトラック番号を示す）として保存されます。
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音質を指定する音質を指定する音質を指定する音質を指定する

音質の指定方法：音質の指定方法：音質の指定方法：音質の指定方法：

・ Audio Quality ドロップダウンリスト・ボックスを選択して、音質のレベルを選択します。

音質は様々なレベルで選択することができます。一般的には音質が高いほど、キャプチャ時間が

長くファイル・サイズが大きくなります。異なる音質レベルを選択した場合、Track Selection ウィン

ドウの Lengthの下に表示されるファイル・サイズが変化しますのでご注意下さい。。

Error CorrectionError CorrectionError CorrectionError Correction を指定するを指定するを指定するを指定する

音声キャプチャにおけるエラー修正の指定方法：音声キャプチャにおけるエラー修正の指定方法：音声キャプチャにおけるエラー修正の指定方法：音声キャプチャにおけるエラー修正の指定方法：

「Error Correction」バーをクリックしてドラッグします。

Plextor の CD-ROM ドライブは、音楽 CD のデーターを忠実に読出しすることができます。当社

のほとんどの新型 CD-ROM ドライブは最大 24倍で音声をキャプチャすることができます。

ほとんどの場合、キャプチャされたWAV ファイルにノイズがのることはありません。

しかし、ご使用の CD に傷や脂っぽい指紋が付いていたり、粗製の CD の場合、ドライブは CD

の品質に従ってエラーを読み取ってしまう可能性があります。こうした読み取りエラーは、キャプチ

ャしたWAVファイルに雑音などの欠陥を発生させます。Audio Capture 2000の Error Correction

レベルを変更することで、ノイズのない高品質の WAV ファイルが作成されます。エラー修正は、０

パーセント（修正無し、デフォルトによる設定）から 100パーセントの間に設定できます。

記：エラー修正は、Plextorの CD-R と CD-R/RW ドライブでは利用できません。

CD の欠陥が大きいと、完全な音声のキャプチャは困難を極めます。しかし、AudioCapture 2000

のエラー修正機能と各種の Plextor ドライブを使用すれば、完全な状態での書込みに限りなく近

づくことができます。

エラー修正は、下記のような書込みスピードに影響を与えます。

・エラー修正が０パーセントの場合、ドライブはほとんど減速することなく、常に最速のパフォーマ

ンスで音声を展開（エクストラクト）します。

・エラー修正が高レベルの場合、ドライブとソフトウェアは高品質を確保しますが、そのために使用

する処理作業によって、キャプチャを完了する時間が長くなります。
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アドバイス：通常、エラー修正を行う必要はありませんキャプチャをした WAV ファイルが低品質で

ある場合を除いて、エラー修正の必要はありません。
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５．５．５．５．DiscDupe 2000DiscDupe 2000DiscDupe 2000DiscDupe 2000 を実行するを実行するを実行するを実行する

   

DiscDupe 2000は CDのバックアップソフトウェアです。

DiscDupe 2000の作動は Plextor製品に限定されます。ソースとしては Plextorの CD-ROM ドラ

イブや CD-R/RW ドライブが使用でき、バックアップ先ドライブとしては CD-R/RW ドライブの使用

が可能です。ソースとドライバの双方に同一の CD-R/RW ドライブの使用も可能です。

DiscDupe 2000DiscDupe 2000DiscDupe 2000DiscDupe 2000のアプリケーション操作のアプリケーション操作のアプリケーション操作のアプリケーション操作

・ About barAbout barAbout barAbout bar：：：：クリックすると、アプリケーションの情報を表示します。

・・・・ Source drop-down list boxSource drop-down list boxSource drop-down list boxSource drop-down list box：：：：クリックして、ディスクバックアップ用のソース・ドライブを選択します。

Select Operation panelSelect Operation panelSelect Operation panelSelect Operation panel：：：：

・ CD to CDCD to CDCD to CDCD to CD：：：：１枚の CDからもう１枚の CDにバックアップします。CD-R/R ドライブが 1 台しかな

い場合は、「Use Temp Image」ボックスに自動的にチェックが入ります。

・ CD to ImageCD to ImageCD to ImageCD to Image：：：：CDからハードディスクのディスクイメージにバックアップします。

・ Image to CDImage to CDImage to CDImage to CD：：：：ハードディスクにあるディスクイメージを CDにバックアップします。

Option panel:Option panel:Option panel:Option panel:

Use Temp ImageUse Temp ImageUse Temp ImageUse Temp Image：：：：バックアップの際、ソース・ディスクからディスク・イメージをハードディスクのテン

ポラリ・ファイルに読み取ってから、CD-R/RW ドライブに書き込みます。

Verify DiscVerify DiscVerify DiscVerify Disc：：：：バックアップした CD からデータを読み取り、オリジナル・ディスクのデータと比較しま

す。

Emulate/Test ModeEmulate/Test ModeEmulate/Test ModeEmulate/Test Mode：：：：実際にバックアップに伴なうすべての機能を実行しますがディスクへの書込

みは行われません。

・・・・ Destination drop-down list boxDestination drop-down list boxDestination drop-down list boxDestination drop-down list box：：：：ディスクをバックアップする先のドライブを選択します。
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・・・・ Start Copy buttonStart Copy buttonStart Copy buttonStart Copy button：：：：ディスクのバックアップを始めます。

・・・・ Quit buttonQuit buttonQuit buttonQuit button：：：：アプリケーションを終了します。

・・・・ Speed Select drop-down list boxSpeed Select drop-down list boxSpeed Select drop-down list boxSpeed Select drop-down list box：：：：書き込みスピードを選びます。

CDCDCDCD からからからから CDCDCDCD にバックアップするにバックアップするにバックアップするにバックアップする

CDCDCDCDディスクへのバックアップ方法：ディスクへのバックアップ方法：ディスクへのバックアップ方法：ディスクへのバックアップ方法：

1. DiscDupe 2000 のドロップダウンリスト・ボックスを使用して、バックアップ元のドライブとバックア

ップ先のドライブを選択します。

2. 元になるディスクをバックアップ元ドライブに挿入します。このディスクは音楽 CD あるいはデー

タ CDです。

3. CD-Rあるいは CD-RWディスクをバックアップ先ドライブに挿入します。

4. 「CD to CD」欄をクリックして、使用可にします。

5. 「Start Copy」アイコンをクリックします。

CD-R/RWCD-R/RWCD-R/RWCD-R/RW ドライブがドライブがドライブがドライブが 1111 台しかない場合のバックアップ台しかない場合のバックアップ台しかない場合のバックアップ台しかない場合のバックアップ

CD-R/RCD-R/RCD-R/RCD-R/R ドライブがシステムにドライブがシステムにドライブがシステムにドライブがシステムに 1111 台しかない場合の台しかない場合の台しかない場合の台しかない場合の CDCDCDCD のバックアップ方法：のバックアップ方法：のバックアップ方法：のバックアップ方法：

1. ハードディスクに充分な空き容量があることを確認します。

2. 使用する CDを CD-R/R ドライブに挿入します。

3. CD to CDフィールドをクリックして、使用可にします。Use Temp Imageフィールドが自動的に

設定されます。

4. 「Start Copy」アイコンをクリックします。DiscDupe 2000がハードディスクに CDのテンポラリ・イ

メージを作成します。

記：バックアップ元のディスクが一杯の場合、ハードディスクには 700MB 以上の空き容量が必要

です。

5. ディスクイメージが作成されてから、バックアップ元のディスクを CD-R/R ドライブから取り出し、

ブランクディスクをセットし Enterキーを押します。

6, ハードディスクに作成したディスクイメージからブランクディスクにバックアックを開始します。
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DiscDupe 2000DiscDupe 2000DiscDupe 2000DiscDupe 2000のオプションを使用するのオプションを使用するのオプションを使用するのオプションを使用する

本項目では、DiscDupe 2000のオプションの使用法を説明します。

テンポラリイメージを使用するテンポラリイメージを使用するテンポラリイメージを使用するテンポラリイメージを使用する

Use Temp Imageによって、ハードディスクの一時イメージ・ファイルを使用して、CD-R/R ドライブ

に書き込むことができます。このファイルは、バックアップの終了に伴い自動的に削除されます。

使用するディスクが損傷している場合、CD-to-CDバックアップには一時イメージ・ファイルを使用

して下さい。。Use Temp Image は CD をバックアップする最も信頼できる方法ですが、使用する

ディスクの品質が悪いと、余分な時間がかかります。使用するディスクのサイズにもよりますが、ハ

ードディスクには 700MBの空き容量が必要です。

また Use Temp Image によって、バックアップ元とバックアップ先の双方に同一の CD-R/R ドライ

ブを使用できます。

イメージを使用するイメージを使用するイメージを使用するイメージを使用する

CD to Imageのオプションは、ハードディスク上でユーザーが指定した保存場所にバックアップ元

CDディスクのイメージを作成します。このイメージは、DiscDupe 2000 で CD-R/R ドライブに後か

ら書き込む場合に限り有効です。

イメージは、１枚のディスクを複数バックアップする必要があるときや、ディスクの新しいバックアッ

プが後になって必要になることが分かっている場合、特に役に立ちます。

Image to CDのオプションは、上記で作成されたハードディスクにあるディスクイメージを CD-R/R

ドライブにバックアップします。

スピードを選択するスピードを選択するスピードを選択するスピードを選択する

スピードが「Auto」にセットされていると、DiscDupe 2000 はバックアップ元ディスクの読み取りエラ

ーを検査して、最速のデータ読み取りスピードを決定します（最速の読み取りスピードは、指紋、

ディスク製造時の不良、傷に左右されます)。このソフトウェアは常に最速の読み取りスピードを探

し出して、それに応じた書き込みスピードを設定します。スピードの変更が必要になるのは、バック

アップ先に低品質のブランクディスクを使用しているか、Auto の速度設定を失敗して不良バック

アップが作成された場合に限られます。
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１Xのスピードでも CD to CDによる書込みが上手くいかない場合には、Temp Spaceのオプショ

ンまたは Image File のオプションを試して下さい。。これでハードディスクにイメージファイルを作

成してから、CD-R/R ディスクに書き込みます。これによりディスクをバックアップすることができま

す。

Emulate/TestEmulate/TestEmulate/TestEmulate/Test

Emulate/Test Mode を選択すると、CD-R/R ドライブは、ドライブのレーザーが作動しないだけで

実際の複写のすべての機能を実行しますが、ディスクへの実際の書き込みは行われません。

システム構成を変更した後（新しい SCSI デバイス、新しいハードディスク、新しいソフトウェア、新

しい SCSI コントローラなど）は、Emulate/Test Mode を使用します。これによって、変更が CD の

書き込み能力に影響を与えていないか確認できます。また Test モードは、読み取りが上手くいく

かどうかはっきりしない汚れたり傷のある CD に使用します。これによって、その CD がバックアッ

プに必要なスピードで読み取りが可能か確認できます。

バックアップしたディスクを確認するバックアップしたディスクを確認するバックアップしたディスクを確認するバックアップしたディスクを確認する

Verify Discのオプションを使用して、バックアップした CDからデータを読み取り、オリジナルのデ

ィスクと比較します。音楽 CDの確認は現行のバージョンでは対応していません。

バックアップの仕組みバックアップの仕組みバックアップの仕組みバックアップの仕組み

DiscDupe 2000で作成したすべてのCDは Session-At-Onceモードでバックアップされています。

Session-At-Onceはトラックまたはセッションの間で、CD-R/R ドライブのレーザーを止めることなく

CD のバックアップをし続けます（つまり、レーザーはディスクの始まりでセットされて、そのディスク

の終わりにたどりつくまで停止しません)。このモードは bit-for-bit と同等のバックアップの作成に

最適です。

Session-At-Once モードは Disc-At-Once と同等のものですが、マルチ・セッション CD の正確な

bit-for-bitバックアップを作成できます。
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６．高性能ドライブ・プロパティを使用する６．高性能ドライブ・プロパティを使用する６．高性能ドライブ・プロパティを使用する６．高性能ドライブ・プロパティを使用する

Plextor Manager 2000 を Windows95/98/NT にインストールすると、マイコンピュータや Windows

のエクスプローラに表示されるドライブ・アイコンに多少の変更が生じます。インストールによって、

Plextor ドライブに右クリック・メニューのオプションが追加されます。また、そのプロパティ用のダイ

アログボックスも加えられます。

高性能ドライブ・プロパティの表示方法高性能ドライブ・プロパティの表示方法高性能ドライブ・プロパティの表示方法高性能ドライブ・プロパティの表示方法

Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000Plextor Manager 2000による高性能ドライブ・プロパティの表示方法：による高性能ドライブ・プロパティの表示方法：による高性能ドライブ・プロパティの表示方法：による高性能ドライブ・プロパティの表示方法：

1. Windowsのマイコンピュータまたはエクスプローラを選択します。

2. マイコンピュータまたはエクスプローラで、Plextor ドライブ・アイコンを表示させます。

3. Plextor ドライブ・アイコンを右クリック（マウスの右ボタンをクリックすること）します。新しく Plextor

Manager 2000のアプリケーション選択を示すプルダウンリストが表示されます。新しい選択項目は

下記の通りです。

Play/Play with MVP 2000：MVP 2000のアプリケーションを起動させます。

Copy CD：DiscDupe 2000を起動させます。

Extract Audio：Audio Capture 2000を起動させます。

Properties：Plextor ドライブ用に高性能なプロパティを含む新しいダイアログボックスがあります。

4. 任意のアプリケーションを選択します。または、プロパティを選択して、プロパティのダイアログ

ボックスを開きます。
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高性能プロパティに関して高性能プロパティに関して高性能プロパティに関して高性能プロパティに関して

 Plextor Manager 2000 のインストールによる高性能プロパティは、Plextor ドライブの情報を表示

し、ドライブの操作性も一段と高めます。

DetailsDetailsDetailsDetails タブタブタブタブ

詳細タブは、Plextor ドライブ、システム構成、ディスクの詳細な情報を表示します。情報の項目は

以下の通りです。

・ SCSIアダプター

・ドライブ型番

・ドライブファームウェア・バージョン

・ ドライブバッファサイズ

・ドライブシリアル番号

・ ASPIバージョン

・現行のドライブ設定

ディスクがドライブにある場合、ディスクがドライブにある場合、ディスクがドライブにある場合、ディスクがドライブにある場合、Details Details Details Details タブはディスク情報も表示します。タブはディスク情報も表示します。タブはディスク情報も表示します。タブはディスク情報も表示します。

・ディスクのフォーマット

・ ディスクのトラック数

・トラックのタイプ（データまたは音声）

・ Number of session ：セッションの数

・メディアのメーカー名（CD-R/R ドライブの場合のみ）

・メディアのタイプ（CD-R/RWの場合のみ）



36

Setting Setting Setting Setting タブタブタブタブ

設定タブは Plextor ドライブの操作を拡張して、操作パラメータを変更することができます。

・ AudioFS チェック・ボックス：AudioFS をオン（デフォルト）またはオフにします。AudioFS に関す

る情報は次の章をご覧下さい。。

・ロック・ボタン：ドライブをロックして、Plextor ドライブのフロントパネルの「eject」ボタンを使用不可

にします。

・アンロック・ボタン：ドライブをアンロックして、Plextor ドライブのフロントパネルの「eject」ボタンを

使用可にします。

・・・・ Drive SpeedDrive SpeedDrive SpeedDrive Speed：：：：クリックして、ドライブの読み取りスピードを選びます。

・・・・ Spindown TimeoutSpindown TimeoutSpindown TimeoutSpindown Timeout：：：：非アクセス時のスピン接続時間を選択するできます。

・・・・ Volume SliderVolume SliderVolume SliderVolume Slider：：：：音量を設定します。

・・・・ Balance SliderBalance SliderBalance SliderBalance Slider：：：：左右のチャンネルの音量バランスを変更します。

・・・・ Left channel output buttonLeft channel output buttonLeft channel output buttonLeft channel output button：：：：左チャンネルのみ出力します。

・・・・ Right channel output buttonRight channel output buttonRight channel output buttonRight channel output button：：：：右チャンネルのみ出力します。

・・・・ Restore DefaultsRestore DefaultsRestore DefaultsRestore Defaults：：：：ドライブの設定をデフォルトに戻します。
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7.AudioFS7.AudioFS7.AudioFS7.AudioFS を使用するを使用するを使用するを使用する

AudioFS は、Windows95/98 のシステムで、音楽 CD（Red Book CD-DA フォーマット・ディスク）

のすべてのトラックを自動的にWAVファイルの形式で表示します。これにより、音楽トラックを

ハードディスクにドラッグ・アンド・ドロップするだけで、簡単に素早く音声をハードディスクにキャプ

チャすることが可能になりました。

AudioFSAudioFSAudioFSAudioFSの利点の利点の利点の利点

AudioFS の使用することにより、MP3、Real Audio などのコンプレッション・フォーマットに変換する

場合に作業時間を大幅に短縮することができます。また、音楽 CD の作成や編集にもとても便利

です。

AudioFSAudioFSAudioFSAudioFS を使用可にするを使用可にするを使用可にするを使用可にする

AudioFSAudioFSAudioFSAudioFS を使用可にする方法：を使用可にする方法：を使用可にする方法：を使用可にする方法：

1. Windowsのマイコンピュータまたはエクスプローラを選択します。

2. マイコンピュータまたはエクスプローラから、AudioFS を使用する Plextor ドライブのドライブ・ア

イコンを表示させます。

3. Plextor ドライブ・アイコンを右クリックします。Plextor Manager 2000 アプリケーションの選択肢

を表示するプルダウンメニューが表示されます。

4. プロパティを選択して、プロパティのダイアログボックスを表示させます。

5. プロパティのダイアログボックスで、Settings タブをクリックします。

6. Settings ダイアログボックスで、AudioFS のチェックボックスにチェックマークが付いていて、

AudioFSが使用可になっていることを確認します。

7. 「OK」ボタンをクリックして変更を保存し、プロパティのダイアログボックスを終了します。

記：AudioFSは、Plextor Manager 2000のインストール時にデフォルトで使用可となっています。

また、Audio FSを有効、無効にするたびにトレイはイジェクトされます。（この動作はファイルシステ

ムを更新するために必要です。）

記：AudioFSはWindows NTには対応していません。Windows 95/98に限定されます。
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音声のバックアップに音声のバックアップに音声のバックアップに音声のバックアップに AudioFSAudioFSAudioFSAudioFS を使用するを使用するを使用するを使用する

AudioFSAudioFSAudioFSAudioFSの使用方法：の使用方法：の使用方法：の使用方法：

1. AudioFSが使用可であることを確認します。

2. Plextor ドライブに音楽 CD をセットします。音楽 CDのボリューム・ラベルが AudioFSで表示さ

れます。

3. マイコンピュータまたは Windows のエクスプローラで、ディスクを開きます。WAV ファイルのリ

ストが（通常、音楽 CDを調べる際に表示される CDAファイルの代わりに）表示されます。

4. これで、音声の WAV ファイルをハードディスクのフォルダーにドラッグ・アンド・ドロップできま

す。

AudioFSAudioFSAudioFSAudioFS を使用不可にするを使用不可にするを使用不可にするを使用不可にする

AudioFSAudioFSAudioFSAudioFS を使用不可にする方法：を使用不可にする方法：を使用不可にする方法：を使用不可にする方法：

1. マイコンピュータで、AudioFSのボリューム・ラベルを示すドライブ・アイコンを右クリックします。

－または－

Windowsのエクスプローラで、AudioFS のボリューム・ラベルを示すドライブ・アイコンを右クリックし

ます。プルダウンリストが表示されます。

2. プルダウンリストから、プロパティを選択します。プロパティのダイアログボックスが表示されま

す。

3. Settings タブをクリックします。

4. AudioFSのチェックボックスのチェックを外して、AudioFSを使用不可にします。

デジタル・オーディオにデジタル・オーディオにデジタル・オーディオにデジタル・オーディオに USB USB USB USB スピーカーを使用するスピーカーを使用するスピーカーを使用するスピーカーを使用する

デジタル・オーディオに対する USB（ユニバーサル・シリアル・バス）スピーカーの対応は Plextor

Manager 2000 独自の機能です。この機能によって、USB スピーカー、Plextor ドライブ、Plextor

Manager 2000を備えたWindows 98のシステムは、デジタル方式の音楽 CDが利用できます。デ

ータは、SCSI バスと USB ポートを経由して直接 Plextor ドライブから USB スピーカーに送られま

す。各社の SCSI CD-R,CD-ROM ドライブや ATAPI CD-ROM ドライブは、直接 USB スピーカ

ーにデジタル音声を送ることができません。しかし、Plextor の製品はこの機能に対応する数少な

い SCSIデバイスです。

記：この機能の対応はWindows 98に限定されます。
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なぜデジタル・オーディオを使用するのか？なぜデジタル・オーディオを使用するのか？なぜデジタル・オーディオを使用するのか？なぜデジタル・オーディオを使用するのか？

通常ドライブは、ドライブの音声出力からサウンドカードにアナログ信号を送信しています。しかし

これには限界があります。2 台以上のドライブが接続されている場合、CD を再生するためだけに

マシンを開け、アナログ信号の配線を別のドライブに接続し直すことはできないからです。いくつ

のデバイスがアナログ信号をサウンドカードに接続できるかには限界があるのです。

Plextor Manager 2000 と Plextor ドライブは、USB スピーカーを搭載したWindows 98上でデジタ

ル音声を再生できるようになっています。ハードウェアとソフトウェアの組み合わせにより、CDの音

楽は SCSI バスから直接 USB スピーカーを通してデジタルに再生されます。これにより、通常サウ

ンドカードと共に使用してきたアナログ・スピーカーからのサウンドとは比べ物にならない高音質の

デジタル・サウンドを体験できます。デジタル音声では、配線による制限無しに、複数のドライブを

ソースとして使用することも可能です。

USBUSBUSBUSBデジタル音声を使用するにはデジタル音声を使用するにはデジタル音声を使用するにはデジタル音声を使用するには

Plextor Manager 2000 USBがサポートするディスクには以下のものがあります。

.　標準 CD-DA（音楽 CD）

.　CDエキストラのようなエンハンスト・音楽 CD

.　オーディオ・トラックがあるマルチメディア・ゲーム CD

USBデジタル音声を 100％使いこなすには以下のものが必要です。

.　USBがサポートされているパーソナルコンピュータ

.　PCにWindows 98がインストールされていること

.　システムに USB スピーカーが搭載されていること

.　システムに Plextor Manager 2000がインストールされていること

.　システムに Plextor ドライブがあること。使用可能な Plextor ドライブは以下の通りです。

CD-ROM

　PX-4xCE, PX-8xCS以降の PlextorCD-ROM ドライブ

(DMシリーズ、PX-4xCH, PX-4CS, PX-6xCSはサポート致しません。)

CD-R、CD-R/RW

  PX-R412C, PX-R820T, PX-W4220T, PX-W8220T

UBSUBSUBSUBSデジタル音声を使用可にするデジタル音声を使用可にするデジタル音声を使用可にするデジタル音声を使用可にする

1.　Windows 98 では「スタート」メニューから「設定」を選択し「コントロールパネル」の「マルチメデ

ィア」アイコンをクリックします。マルチメディア・プロパティのダイアログボックスが表示されます。

2.　プロパティ・ダイアログボックスで CD Music タブを選択し Enable Digital Audio をチェックしま

す。
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3.　さらにプロパティのダイアログボックスで、音楽を再生するときの Plextor ドライブをデフォルトと

してドライブの指定にアルファベットを入力します。

4.　「OK」をクリックしてマルチメディア・プロパティのダイアログボックスを終了させ、USB デジタル

音声を使用可にします。

Windows 95Windows 95Windows 95Windows 95ユーザーとユーザーとユーザーとユーザーと AudioFS WAVAudioFS WAVAudioFS WAVAudioFS WAV ファイルファイルファイルファイル

Plextor Manager 2000をインストールすると、一連のWAV ファイルは MVP 2000で使用できるよ

うに設定されます。デフォルトのままにすると、Plextor Manager 2000 はたいていのマルチメディ

ア・ファイルのデフォルト・プレイヤーとして設定されますので、このセクションを読まれる必要はあ

りません。

MVP 2000 で一連の WAV ファイルを使用不可にすると、WAV ファイルの再生用に別のプレイヤ

ーを指定しなければなりません。

.　Windows 95のデフォルトである Sound Playerを使用している場合は、このまま読み進めて下さ

  い。その他のプレイヤーを使用されている場合は、このセクションをとばして下さい。

Windows 95 Windows 95 Windows 95 Windows 95 サウンド・ユーティリティサウンド・ユーティリティサウンド・ユーティリティサウンド・ユーティリティ

Windows 95にはWAVサウンド・ファイルを使用する様々なユーティリティがあります。例えば：

.　Media PlayerでWAVファイルを再生します。(MPLAYER.EXE)

.　Sound RecorderでWAVファイルを再生、編集、書込みできます。(Sndrec32.exe)

Sound RecorderSound RecorderSound RecorderSound Recorderについてについてについてについて

Windows 95 で Sound Recorder がデフォルト・プレイヤーに設定されている場合は、WAV ファイ

ルをクリックしたときに起動します。しかし、WAV ファイルがすべてメモリに（通常のマシンではハ

ードディスク上にスワップ・ファイルとして）読み込まれるまで再生は始まらず、時間がかなりかかり

ます。事実、Sound Recorderが作動していないように表示されます。

この点を改善するために、WAV ファイルのデフォルト・プレイヤーを Sound Recorder から MVP

2000へ、または Media Playerに変更することをお奨めします。これらのユーティリティーはいずれ

も、キャッシュせずに直接WAVファイルを再生します。
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以下では、Windows 95で MVP 2000 または Media Playerをデフォルト・プレイヤーに変更するた

めの手順を紹介します。

デフォルト・プレイヤーに変更するデフォルト・プレイヤーに変更するデフォルト・プレイヤーに変更するデフォルト・プレイヤーに変更する

デフォルトWAVプレイヤーから MVP 2000に変更するには

・ 「スタート」の「プログラム」から「Plextor Manager 2000」の「MVP 2000」を選択して MVP 2000を

起動させます。

１， MVP 2000が起動したら Optionsボタンをクリックします。

２， Associations と表示されたタブをクリックします。

３， WAVチェックボックスにチェックが付いていることを確認して下さい。

４， OKボタンをクリックします。

５， MVP 2000を終了します。

注意：変更を有効にするにはWindowsを再起動して下さい。

デフォルトWAV プレイヤーを Media プレイヤーに変更するには

1.　「マイコンピュータ」をクリックします。

2.　タスクバーから「表示」を選択します。

3.　「表示」のメニューから「オプション」を選択します。

4.　オプションのダイアログボックスから「ファイルタイプ」タブを選択します。

5.　Registered File Typesをスクロールし、Wave Soundアイコンを捜します。

6.　Wave Soundアイコンをダブルクリック、または Edit（編集）を選択します。

7.　Edit File Typeダイアログボックスから Play Entryをダブルクリックするか、Play Entryをクリック

し Editを選択します。

8.　new edit ウィンドウがポップアップしますので、c:￥windows￥sndrec32.exe を c:￥windows

￥mPlayer.exeに変えて下さい。

警告：このウィンドウ内のコマンド・ライン・パラメータは修正しないで下さい。警告：このウィンドウ内のコマンド・ライン・パラメータは修正しないで下さい。警告：このウィンドウ内のコマンド・ライン・パラメータは修正しないで下さい。警告：このウィンドウ内のコマンド・ライン・パラメータは修正しないで下さい。

9.　「OK」をクリックします。

10.　変更を完了させるには、その後の 2つの選択で Closeをクリックして下さい。

この時点でマシン上のWAV ファイルなら（AudioFSで作成されたもののみ）どれでもダブル・クリッ

クできデフォルト・プレイヤーが自動的に再生します。

注意：Windows 98でのWAV ファイルは、まるで Media プレイヤーのように Active Movie プレイ

ヤーで再生されます。
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８，お問合せ先８，お問合せ先８，お問合せ先８，お問合せ先

PlextorManager2000についてのご質問、等は以下サポートデスクまでご連絡下さい。

〒103-8286

東京都中央区八重洲１－４－２１　共同ビル（東京駅前）８階

プレクスター株式会社　サポートデスク

電話：０３－３５１７－８０６４

ＦＡＸ：０３－３５１７－８０６５

e-mail : support@plextor.co.jp

受付日　：月曜日～金曜日（土、日、祝日は休み）

受付時間：AM : 9:30～PM : 5:00 (PM : 12:00～PM : 1:00は休憩時間)

お問い合わせいただく前に、以下の情報をできるだけご用意下さい。お問い合わせいただく前に、以下の情報をできるだけご用意下さい。お問い合わせいただく前に、以下の情報をできるだけご用意下さい。お問い合わせいただく前に、以下の情報をできるだけご用意下さい。

● ドライブのシリアル番号と TLA番号。

（シリアル番号はドライブと一緒に梱包されてくる保証書、またはドライブ本体のラベルに記載

されています。TLA番号はドライブのラベルと内蔵ドライブ背面のシールに記載されています。）

●　ご使用の Plextor Managerのバージョン

●　ドライブにロードしたファーム・ウェアのバージョン

●　SCSIカードのメーカー名と型番（例：Adaptec社製 AHA-2940、Advansys社製 ABP-930UA）

● SCSIカードに添付されたソフトウェア・デバイス・ドライバがある場合は、そのバージョン

　　（通常デバイスドライバが納められているフロッピーのラベルに記入されています。）

●　ご使用のWindows、DOSその他の OSのバージョン

●　パソコンのブランド名および型番

●　ご使用の VGA、Super VGA、あるいはその他のグラフィック・カードのタイプ

●　マシンに接続またはインストールしている周辺機器のブランド名と型番（例：CD-ROM、

      スキャナー、FAXボード、ネットワークカード）


